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1 月 4 日（金）はじめに言葉あり 

「はじめに言葉あり」という言葉がある。聖書の中にあ

るそうで、私はその深い意味はよく知らないが、これは経

営にもあてはまることではないかと思う。 

つまり、経営者、指導者の人は、まずはじめに言葉を持

たなくてはならない。言いかえれば、一つの発想をし、目

標をみなに示すということである。あとの具体的なことは、

それぞれ担当の部署なり社員なりに考えてもらえばいい。

しかし、最初に発想し、それを言葉にすることは、経営者

がみずからやらなくてはいけないと思う。 

そしてそれは、企業経営だけでなく、日本の国全体とし

ても望まれることであろう。 

 

1 月 5 日（土）先見性を養う 

先見性を持つことは指導者にとってきわめて大切なこ

とだ。先見性を持てない人は指導者としての資格がないと

いってもいいほどである。時代というものは刻々と移り変

わっていく。きのう是とされたことも、きょうは時代遅れ

だということも少なくない。 

だから、その時代の移りゆく方向を見きわめ、変わって

いく姿を予見しつつ、それに対応する手を打っていくこと

によって、はじめて国家の安泰もあり、企業の発展もある。 

一つの事態に直面して、あわててそれに対する方策を考

えるというようなことでは、物事は決してうまくいかない。

心して先見性を養いたいものである。 

 
1 月 6 日（日）素直な心とは 
素直な心とはどういう心であるのかといいますと、それ

は単に人にさからわず、従順であるというようなことだけ

ではありません。むしろ本当の意味の素直さというものは、

力強く、積極的な内容を持つものだと思います。 

つまり、素直な心とは、私心なくくもりのない心という

か、一つのことにとらわれずに、物事をあるがままに見よ

うとする心といえるでしょう。そういう心からは、物事の

実相をつかむ力も生まれてくるのではないかと思うので

す。 

だから、素直な心というものは、真理をつかむ働きのあ

る心だと思います。物事の真実を見きわめて、それに適応

していく心だと思うのです。 

 

1 月 7 日（月）熱意は磁石 

 いかに才能があっても、知識があっても、熱意の乏しい

人は画ける餅に等しいのです。反対に、少々知識が乏しく、

才能に乏しい点があっても、一生懸命というか、強い熱意

があれば、そこから次つぎとものが生まれてきます。その

人自身が生まなくても、その姿を見て思わぬ援助、目に見

えない加勢というものが自然に生まれてきます。それが才

能の乏しさを補い、知識の乏しさを補って、その人をして

仕事を進行せしめる、全うさせる、ということになるわけ

です。 

 あたかも磁石が周囲の鉄粉を引きつけるように、熱心さ

は周囲の人を引きつけ、周囲の情勢も大きく動かしていく

と思うのです。 

 

1 月 8 日（火）祈る思い 

みずから何もせずしてただ神仏にご利益を願うという

ようなことは、人間としてとるべき態度ではないと思う。

また、そんな都合のよいご利益というものはあり得ないだ

ろう。しかし人間がほんとうに真剣に何かに取り組み、ぜ

ひとも成功させたい、させねばならないと思うとき、そこ

におのずと何ものかに祈るというような気持が湧き起こ

ってくるのではないか。それは神仏に祈念するというかた

ちをとる場合もあろうし、自分なりにそれに準ずるものを

設定して願うという場合もあろう。そういうことは一つの

真剣さの現われであり、またみずからの決意を高めるとい

う意味からも、大いにあっていいことだと思う。 

 

1 月 9 日（水）雨が降れば傘をさす 

 経営者たるものは、すべて天地自然の理法に基づいて行

動しなければならない。これは何もむずかしいことを言っ

ているのではない。たとえば雨が降ったら傘をさすという

ことである。 

 つまり集金をせねばならぬところには集金に行く、売れ

ないときには無理に売ろうとせずに休む、また売れるよう

になれば作る、というように大勢に順応するということで

ある。集金すべきところから集金もせずに、新たに資金を

借りようとする人があるようだが、金を借りるのならば、

まず集金に全力を尽す。それでもなお資金がいるときには

じめて借りる、という至極簡単な当たり前のことを、どれ

だけ的確に行なうかが非常に大事なのである。 

 

1 月 10 日（金）社会にやらせてもらう 

お互いの仕事なり職業というのは、それぞれに自分の意

志で選び、自分の力でやっているようではあるが、本来は

社会がそれを必要としているからこそ成り立つものであ

る。つまり、自分がやっているのではなく、社会にやらせ

てもらっているのだということが言えると思う。床屋の仕

事でも、髪をキチンとしたいという人びとの要望があって、

はじめてそれが必要とされるのである。このことは、どん

な仕事についても同じである。そういうことを考えてみる

と、そういう仕事を世間からやらせてもらえるのは、ほん

とうにありがたいことだという感謝の念も生じてくると

思うのである。 

 


